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◇

会社からお金t借り6上税金？

Q:当社では福利厚生の一環として住宅取

得資金貸付制度を設けました。社員には何％

で貸し付ければ問題はないのでしょうか。

また、役員である私も家を建て替えるため

会社からお金を借りた場合、社員と同様の利

息でよいでしょうか。

J:税法上、会社が居住用の土地、建物等

の取得資金の貸付けを行う場合、一般従業員

に対しては年利3％以上の利息をとることが

要件とされています。

しかし、貸付先が役員となると年利5％以

上となっています。

では、もし役員にも3％の年利で貸し付け

た場合はどうなるのでしょうか。

そうすると通常取得すべき利率（住宅資金

の貸付けなら5％）により計算した金額と実

際に徴収した利息との差額が役員報酬となり

ます。役員にとっては給与所得として課税さ

れてしまいます。

一方、通常取得すべき利率以上の利率で貸

し付けた場合には、会社側は実際徴収した利

息を受取利息に計上するだけです。役員側は

特に課税関係はありません。
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同族会社などの場合、個人と会社を同一視

している場合が多いため、利息の授受につい

ては特に考えないで、資金を融通しているケ

ースがよくみられます。余計な課税がされな

いようにしたいものです。


